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 大豆には4～6%の 無機成分が含まれて居る.そ の主要成分はK,N抗, Mg, Ca,燐 酸及び硫酸
等で夫等 を合計すると殆んど100%に 達するのであるが他 に微量ではあるが無硯すべか ら・ざ る
威分 としてFe, MI1, Cu, Zn及 びb等 が含まれて居る.こ れらの微量成分が夫 々呼吸系の酵 素
と結合 して生鰹燭媒 として現わす反慮の俄構は大部分イく明であるが,そ の職能を異にする部位
別に又は獲芽の前後に於ける徴量域分の移動朕態を精 配すれ}ゴ夫 々の意義 を追究する」二に極め
て有力であろ う.斯 かる考 えの下 に大豆睡實の獲芽の前後に於ける微量 金屍の含量及び移動朕
祝を明かにした.そ の結果は下喪に示す如 くである.術 寛験に供川 した材料は黄色た粒種大豆
で光づ その全位につき次に一一定時冊フ1くに浸漬して皮,胚 芽及び胚乳に分 ら,又 別に16～220Cに
於て7日 問明所(口光 ヨ直射せしめすに)にて獲芽せしめたものを皮,幼 芽,幼 根及び 」㌦葉に分
ち何れも友1ヒ後,友 分中の含量を定量 しプこに新鮮物lk9中 の含la:を計算 し更に種實1000粒 中の
含量を計'算し比較 したのである.
     ＼＼ 一 成 分 1   種 賀1000粒 中
       ,∴ ≧＼ ＼F・ ・m・い ㎞酬 颪 陣 ㎎
      全  粒1 32.331 …3s}・2・781 ・・…
           皮 ・O.56 U.361・.66 ],23
      登芽前  胚 芽   LO7    0,35    1.64    0.37
          腔  孚L     ll乙20       9.54       8.97       19。81
           皮二      22.57       0.34       0.22       2.60
          B不  芽      13.98       1.34       10.59       23.70
      獲芽後 幼 芽  1.49  0.50  5.20  19.71
           $艮       12.49       0.85       5.40       4.00
          胚  孚L      6.77       7.58       2.26        -F
 表 示の数値 は種 實1000粒 に就 て各成分OD配 分 を獲 芽の箭 後 に於て比較 した もので,獲 芽 に よ
つて成分 の移 動す る厭況が明瞭 に'岡る.即 ち獲芽 中にFcは 皮 に大量 移行 し(護 芽前 の約2倍 に
達 した)又 根 に移行 す る分量 は幼芽 に移 行す る量 よ り遙 か に多い.こ の岡 に初 め胚乳 に貯藏 ぜ
られてあつたFeの 約%が 胚芽郡 に移動 したこ とにな る.
 MI1は 幼芽及 び根 に移行 す るが その程 度はFe, Zn及 びCuと 比較 す ると著 しく少な い.
 ZI1は 醗芽 申胚芽部 に大量移行 し初 め蓄積 せ られた量 の大部 分 を失い,移 行 した金 腸 は 幼 芽
                   (80)
             下 村=馬 蹄 よ りLanthionineの 分 離
及幼根に略々等分に配分 される.
 Cuの 移動は最 も著 しく胚乳に蓄積 しア:殆んど全部は胚芽部に移b幼 芽に大量集積する.こ
の貼はFeと 逆である.以 上の事實ば腫實の護芽に1奈し海幾に行 う炭酸同化或いは呼吸に關與
する諸種の含金属酵素の嚢動を考察する手段 としτ右力である.
          馬 蹄 よu)Lanthionineの 分 離
               下  村    弘
 蛋白をアルカ リ庭理するとLallthiouineが 生成せ られるのであるが之には2種類の構造式が
提出せ られている.自口ち
    (・)・〈器1=器 羅1二 ε88聾 (・)・<器茎二器話 理珊 δ且COOH
の如 くで あつ て(1)は 蛋 白をNa2CO3で 庭理 して後,酸 加水分解 した場合 に手ひられ るもので(2)
は蛋 白をNa2Sで 前庭理 した場合 に得 られ るものである.特 に(2)は あ る特殊 な條 件の もとで栽
培 せ られ た植物鰹 か らも分離せ られ てい る.
 著者は馬蹄 を無 庭哩の儘又はNa2C()3庭 理後 盛酸 で 加 水 分 解 しLanthionine分 別旺か ら
1、anthionine様 物質 を分離 したのであ る.こ の物理的諸性質を示 す と第1表 の如 くで化學的諸
定量値 を示 した ものは第2表 の如 くであ る.
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